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メンタルヘルス業務の経験が浅いメンタルヘルス業務の経験が浅い
産 業 保 健 ス タ ッ フ に 対 す る産 業 保 健 ス タ ッ フ に 対 す る
系統的な研修ツールの開発系統的な研修ツールの開発

産業保健スタッフの養成課程を含めた産業保健スタッフの養成課程を含めた
教育プログラム教育プログラムを開発を開発

ワークやディスカッション、ロールプレイワークやディスカッション、ロールプレイ
などなど参加型研修プログラム参加型研修プログラム



②実証研修の実施
【対象者】産業保健推進センター開催の研修会受講者(産業看護

①教育プログラムの検討・作成
平成２２年度調査研究結果を踏まえた研修項目を基に、研修教材
（パワーポイント）を作成した（検討会議９回）

職・保健師、衛生管理者等）３７名
【研修実施方法】基礎編＋演習＋事例検討（計９コマ２日間）

③理解度調査
研修受講者を対象に理解度調査を実施した。（検討会議２回）

④教材の改訂、視聴覚教材の作成
検討結果を基に教育プログラムを改訂した。研修会の補助教材と
してＤＶＤ教材を作成した。



～１日目～ 10/29（土）

時間 テーマ

１
10:00～

10：40
産業精神保健

10:40～ メンタルヘルス体制、

～２日目～ 10/30（日）

時間 テーマ

１
10:00～

11：00

メンタルヘルス対策
（２～３次予防）

11:10～ メンタルヘルス対策
２

10:40～

12：10

メンタルヘルス体制、
組織の理解

３
13:10～

14：50

メンタルヘルス活動に
活かす面接技術

（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ・ｺｰﾁﾝｸﾞ）

４
15:00～

17：30
面談演習

２
11:10～

12：10

メンタルヘルス対策
（１次予防）

３
13:20～

15：50

ケースマネジメント

(事例検討）

４
16:00～

17：00

企業のリスクマネジメ
ント



ＣＤ－ＲＯＭ（パワーポイント教材集）ＣＤ－ＲＯＭ（パワーポイント教材集）

ＤＶＤ（ロールプレイ実演映像と解説）ＤＶＤ（ロールプレイ実演映像と解説）

マニュアル（教材のねらいと使用方法）マニュアル（教材のねらいと使用方法）

各推進センター・連絡事務所へ配布済各推進センター・連絡事務所へ配布済



■はじめにはじめに

「産業保健スタッフによる面接の進め方」「産業保健スタッフによる面接の進め方」
～初回面接のポイント～～初回面接のポイント～

■■「ロールプレイ」３ケース「ロールプレイ」３ケース

（事例の説明、実演、振り返り）（事例の説明、実演、振り返り）

■■まとめまとめ （計２６分４２秒）（計２６分４２秒）







心の健康づくり計画の策定への参画心の健康づくり計画の策定への参画
産業保健ｽﾀｯﾌへの相談体制整備への参画産業保健ｽﾀｯﾌへの相談体制整備への参画

職場復帰支援プログラム策定への参画職場復帰支援プログラム策定への参画
人事労務担当者等からの情報収集人事労務担当者等からの情報収集

メンタルヘルスに関する相談への対応メンタルヘルスに関する相談への対応
受診の必要性のアセスメントと危機対応受診の必要性のアセスメントと危機対応
緊急性有無のアセスメントと危機対応緊急性有無のアセスメントと危機対応

0％ 50％ 100％

緊急性有無のアセスメントと危機対応緊急性有無のアセスメントと危機対応
人格障害が疑われるケース対応人格障害が疑われるケース対応

現代型うつ病が疑われるケース対応現代型うつ病が疑われるケース対応
医療機関への紹介・問い合わせ医療機関への紹介・問い合わせ

復職支援復職支援
ストレス調査等の実施ストレス調査等の実施

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ集団教育の企画・評価ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ集団教育の企画・評価
ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ集団教育の具体的な準備・実施ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ集団教育の具体的な準備・実施

メンタルヘルスに関する職場環境改善メンタルヘルスに関する職場環境改善
安全衛生委員会等への参画安全衛生委員会等への参画

上司への支援・連携上司への支援・連携
人事・労務への支援・連携人事・労務への支援・連携

社内の産業保健スタッフとの連携社内の産業保健スタッフとの連携
個人情報保護と安全配慮義務に配慮した個人情報保護と安全配慮義務に配慮した……

受講前受講前

フォローフォロー

～受講前と受講後フォローの比較～～受講前と受講後フォローの比較～



メンタルヘルス活動において、困った経験の有無がメンタルヘルス活動において、困った経験の有無が

「有」と答えた者の出現率を、「受講前」と「受講後「有」と答えた者の出現率を、「受講前」と「受講後

フォロー（４ヶ月後）」で調査結果を比較した。フォロー（４ヶ月後）」で調査結果を比較した。

ほとんどのほとんどの
活動において、活動において、

約５０％が約５０％が
困った経験「有」困った経験「有」

全ての活動で全ての活動で
「困った経験」「困った経験」
の出現率がの出現率が

低下低下

＜受講前調査＞ ＜フォロー調査＞



時 間 テ ー マ

１ 10:00～11：10
産業精神保健

メンタルヘルス体制、組織の理解

平成２４年８月２５日（土）に当プログラムを用いて平成２４年８月２５日（土）に当プログラムを用いて

基礎研修会を実施。１１月１０日（土）にも開催予定。基礎研修会を実施。１１月１０日（土）にも開催予定。

２ 11:10～12：30 メンタルヘルス対策（１～３次予防）

３ 13:30～14：30
メンタルヘルス活動に活かす面接技術
（カウンセリング）

４ 14:30～15：00 企業のリスクマネジメント

５ 15:15～17：00 ケースマネジメント（事例検討）



今回開発した教育プログラムを活今回開発した教育プログラムを活
用することで、系統的なメンタル用することで、系統的なメンタル
ヘルス研修を行うことができる。ヘルス研修を行うことができる。

研究の成果は他の推進センター研究の成果は他の推進センター
でも活用できるため、全国で標準でも活用できるため、全国で標準
的な研修が可能となる。的な研修が可能となる。




